
本命予想 国語

過去テスト形式にさらに寄せた版。漢字・語句、文法、短歌、説明文読解を大問形式にする。

使い方

制限時間: 50分。教科をまたいでも、答えを見ずに通して解く。止まった問題は印をつけ、白紙にしない。

一 漢字・語句

1. 次の語の読みを書きなさい。増加

2. 次の語の読みを書きなさい。原因

3. 次の語の読みを書きなさい。環境

4. 次の語の読みを書きなさい。観察

5. 次の文のカタカナを漢字にしなさい。セイカクに読む。

6. 次の文のカタカナを漢字にしなさい。ケッカをまとめる。

二 文法 名詞・副詞・連体詞
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二 文法 名詞・副詞・連体詞

7. 次の文から名詞をすべて抜き出しなさい。『古い町に白い花が咲いた。』

8. 『あの大きな時計がゆっくり動く。』の『あの』の品詞と修飾先を書きなさい。

9. 『あの大きな時計がゆっくり動く。』の『ゆっくり』の品詞と修飾先を書きなさい。

10. 『その橋を何度も渡った。』の『その』『何度も』の品詞をそれぞれ書きなさい。

11. 接続語『つまり』の働きを書きなさい。

12. 接続語『しかし』があるとき、前後はどのような関係になりますか。

三 短歌
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三 短歌

13. 短歌: 『夕立の あとの校庭 光りだし 明日のぼくへと 風が吹きぬける』 この短歌の基本の形を書きなさい。

14. 上の短歌の情景を答えなさい。

15. 上の短歌の心情を答えなさい。

16. 『風が吹きぬける』という表現から、どのような印象を受けますか。

四 説明文読解

17. 文章: クマゼミが増えた原因を調べるには、気温、土の乾き方、幼虫が育つ場所など複数の条件を見る必要
がある。ある地域でクマゼミが増えたとしても、気温だけが原因とは限らない。筆者は、観察したことと資料
を比べながら、いくつかの可能性を順に確かめようとしている。筆者が複数の条件を見る必要があると考え
た理由を書きなさい。
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四 説明文読解

18. 上の文章で、筆者が比べようとしているものを2つ書きなさい。

19. 文章中の『つまり』の後には、前の内容の何が書かれやすいですか。

20. 理由を問われたとき、答えの文末はどのようにするとよいですか。

21. 『教室は息をしていないように静かだった』という表現の効果を書きなさい。


